
　皆さんから納めていただいた税金などがどのように使われ、どのように財政が運営されているのかを知っ
てもらうために、市では毎年２回財政事情を公表しています。

◆一般会計
　一般会計の決算額は、歳入が456億9,182万円、歳出は435億9,854万円となりました。
　形式収支（歳入歳出差引）は20億9,328万円の黒字となり、ここから翌年度へ繰越すべき財源7億4,159
万円を差し引いた実質収支は、13億5,169万円の黒字となりました。

決　算　報　告決　算　報　告令和元年度  

市税
51億4,378万円
11.3%

公債費
75億9,396万円
17.4%

人件費
70億6,164万円
16.2%

扶助費
45億9,675万円
10.6%普通建設事業費

51億279万円
11.7%

物件費
59億4,377万円
13.6%

補助費等
50億9,431万円
11.7%

繰出金
45億8,268万円
10.5%

積立金
12億3,100万円

2.8%

投資及び出資金・貸付金
11億5,282万円  2.7%

維持補修費 6億5,355万円 1.5%

災害復旧事業費
5億8,527万円

1.3%

固定資産税
24億2,705万円 
47.2%

市民税
20億7,904万円 
40.4%

軽自動車税
2億6,929万円 
5.2%
市たばこ税
3億4,450万円
6.7％

入湯税 2,390万円
0.5%

【市税の内訳】

使用料及び
手数料 
6億5,517万円
1.4%
その他
自主財源
5億6,660万円
1.3%

地方交付税
202億9,951万円
44.4%

市債
38億9,905万円

8.5%

歳入決算額
456億
9,182万円

歳出決算額
435億
9,854万円

市税合計
51億

4,378万円

県支出金
38億4,840万円

8.4%

国庫支出金
36億7,789万円
8.1%

地方消費税
交付金
10億2,136万円
2.2%

地方譲与税
5億683万円
1.1%

その他
依存財源
2億7,783万円
0.5%

自主財源※2
121億6,095万円
26.8％

依存財源※1
335億3,087万円
73.2％

繰入金
27億2,270万円
6.0%繰越金

20億4,454万円 
4.5%
諸収入
10億2,816万円 
2.3%

〈歳入〉　前年度に比べ23億1,380万円減額となりました。 〈歳出〉　前年度に比べ23億6,254万円減額となりました。
■性質別内訳■

義務的経費※3
192億5,235万円
44.2%

投資的経費※4
56億8,806万円
13.0％

　その他依存財源には、地方特例交付金（1億
3,222万円）、自動車取得税交付金（6,519万円）、
国有提供施設等所在市町村助成交付金（2,465万
円）などがあります。
　その他自主財源には、寄附金（2億9,483万円）、
分担金及び負担金（1億5,161万円）、財産収入（1
億2,016万円）があります。

※１　依存財源は、国や県から定められた額を交付されたり割り当てられ
たりするお金です。

※２　自主財源は、市が自主的に収入することができるお金です。

※３　 義務的経費は、毎年必ず必要となる固定
的な支出で、削減が難しい経費です。

※４ 　投資的経費は、道路・学校・公共施設の
整備など将来に残るものに支出される経
費です。

《性質別分類》
公債費…市の借入金返済のために使われたお

金です。
人件費…職員給料のほか、議員や非常勤特別

職の報酬などに使われたお金です。
扶助費…生活保護など社会保障に使われたお

金です。
普通建設事業費…道路・学校・公共施設などの

整備に使われたお金です。
物件費…臨時職員の賃金や各施設の維持管理

などに使われたお金です。
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